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1.　緒　　　　言

　H-I ロケットが打ち上げられたのは 1986 年 8 月であり，こ

のロケットの 2 段目に搭載された国産初の液体酸素・液体水

素エンジン LE-5 のターボポンプは IHI 製であった．以来 24 

年，H-II，H-IIA，H-IIBとロケットは変遷し，エンジンも 
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2.　LE-X エンジン研究開発概要

　2. 1　エンジンコンセプト

　LE-X エンジンのトップコンセプトの一つとして信頼性

の向上があげられる．エンジンサイクルとしてエキスパン

ダブリードサイクルを採用することによってガスジェネレ

ータサイクルや
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